
⑪ ～小原小学校～学校じまん・園じまん教育の里づくり
小
原
小
学
校
　
山
下
　
徹
校
長
・
児
童
数
51
人

☎
０
９
７
８
–
72
–
０
０
４
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://syou.oita-ed.jp/kunisaki/ow

ara

学校じまん・園じまん教育の里づくり
　
本
校
は
明
治
21
年
に
学
制
改
革
に
よ
り
「
小
原
簡
易
学
校
」
を
「
小
原
尋
常
小

学
校
」
と
改
称
し
、
昭
和
22
年
に
新
学
制
に
よ
り
「
国
東
町
立
小
原
小
学
校
」
と

校
名
を
変
更
し
ま
し
た
。
平
成
５
年
に
は
、
開
校
１
２
０
周
年
記
念
式
典
が
行
わ

れ
、
今
年
度
で
創
立
１
３
９
年
目
に
な
り
ま
す
。
昭
和
24
年
に
は
、
２
７
１
人
も

い
た
児
童
数
も
、
本
年
度
51
人
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
学
校
教
育
目
標
は
「
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を
も
っ
て
た
く
ま
し

く
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
」
で
す
。「
い
の
ち
き
ら
め
く
　
小
原
っ
子
」
を
合
言
葉

と
し
て
目
標
達
成
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
校
で
は
、
平
成
14
年
に
「
七
巻
様
伝
説
」
を
創
作
し
、
太
鼓
や
笛
に
よ
る
演

奏
を
全
校
児
童
で
取
り
組
み
、
平
成
15
年
に
は
県
子
ど
も
会
連
合
会
の
発
表
会
に

出
場
を
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
２
月
９
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
「
く
に
さ
き

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
」
で
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
美
化
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
児
童
は
夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど
の

休
業
中
に
は
、
地
域
の
公
民
館
や
神
社
の
清
掃
を
行
う
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
原
小
学
校
で
は
、
以
前
か
ら
学
校
行
事
に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
支
援

を
し
て
く
れ
て
お
り
、
８
月
の
平
和
集
会
で
は
、
児
童
の
発
表
の
み
な
ら
ず
、Ｐ

Ｔ
Ａ
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
戦
争
体

験
談
を
話
し
て
く
れ
る
な
ど
の
行
事
が
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
本
年
度
は
、「
人
権
の
花
運
動
」
の
事
業
の
指

定
も
受
け
、
花
づ
く
り
を
通
し
て
、
児
童
の
情
操
を
豊
か

に
し
、
人
権
思
想
の
育
成
を
図
る
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
事
業
で
、
10
月
７
日
（
日
）
の
大
運
動
会
の
際

に
、
風
船
と
ば
し
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
３
０
０
個
近
く
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
風
船
を
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と

飛
ば
し
ま
し
た
。
天
気
も
良
く
、
風
船
は
、
遠
く
は
佐
伯

市
宇
目
町
ま
で
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。
風
船
が
届
い
た
地

域
の
19
人
の
方
か
ら
は
電
話
や
手
紙
に
よ
る
励
ま
し
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
良
か
っ
た
と
い
う
児
童
の
声

や
保
護
者
の
方
々
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

七巻様伝説の演奏

　気象庁では、平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震での甚大な津波被害を受け、津波警報等
の改善に向けた検討を行い、平成25年３月７日（木）正午から新しい発表基準や情報文による津
波警報等の運用を開始します。
津波警報・注意報等の主な変更内容
●マグニチュード８を超える巨大地震の場合は、その海域における最大級の津波を想定して、大津
波警報や津波警報を発表します。このとき、予想される津波の高さを、「巨大」、「高い」という
言葉で発表して非常事態であることを伝えます。「巨大」という言葉を見たり聞いたりしたら、
東日本大震災クラスの津波が来ると思って、た
だちにより高い場所に避難しましょう！

●大津波警報や津波警報が発表されている時に
は、観測された津波の高さを見て、これが最大
だと誤解しないように、津波の高さを数値で表
わさずに「観測中」と発表する場合があります。

　「観測中」と発表されたら、これから高い津波
が来ると考えて警戒を続けましょう！

３月７日から津波警報が変わります

すぐに 避難！

津波警報・注意報の分類

津波から命を守るためには、
●強い揺れ、弱くてもゆっくりとした長い揺れを感じたら
●揺れがなくても、津波警報を見聞きしたら
津波警報等の変更内容等について、詳しくは気象庁ホームページをご覧ください。
問い合わせ　大分地方気象台　防災業務課　☎097－532－0644

津波警報改善 検索
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大津波警報

津波警報
津波注意報

　ごみの収集日や分別方法を、一目で内容が確認できるごみ収集計画表を作成しました。
　各地区のごみ収集日など基本的な内容に加え、身近にある品目を具体的に挙げて、ごみ出しの際
の分別方法やワンポイントについて掲載しています。辞書のようにアイウエオ順に挙げていますの
で、ごみの捨て方が分からない時に検索することができます。
　なお、計画表は㈱ポスタルメディアと市による共同製作で、発行に要
する費用は掲載する広告料でまかないます。

配布時期　３月下旬
配布方法　区長配布文書で全戸配布。環境衛生課、市役所本庁及び各総

合支所の市民健康課窓口で配布

　　　　※ごみの収集日や分別方法は、これまでと変更ありません。
計画表は市ホームページでもご覧いただけます。

　４月１日から使用する「国民健康保険被保
険者証（保険証）」を、３月16日以降に簡易
書留郵便で発送します。新しい保険証の色は
薄い青色です。
　また、70歳以上で医療費の自己負担が１割
の方には、４月から使用する「高齢受給者証」
も同封します。
　現在使用している保険証（薄い赤色）は、
４月１日以降使用できません。

　昨年６月から市内で取り組んできた使用済小型家電の回収モデル事業が１月末で終了しました。
　クリーンセンターに集められたごみから、対象の12品目等を選別した分と、市役所本庁・各総合
支所に設置した回収用ボックスから回収した分とを合わせて、4,421個（4,684kg）を回収すること
ができました。ご協力ありがとうございました。
　今後は、回収された品目ごとにどれだけレアメタル（希少金属）が抽出できるかなどのデータ分
析を進め、分析結果は今後の取り組みに活用されます。
　モデル事業期間の終了に伴い、クリーンセンターでの選別作業はひとまず終了しますが、市役所
本庁・各総合支所のボックス回収は引き続き実施しています。なお、大分県では平成25年度も引き
続きモデル事業の実施を予定していますので、今後もご協力をよろしくお願いします。

国民健康保険証を発送します

問い合わせ　環境衛生課　☎0978－72－9001

問い合わせ　ごみに関すること　国東市役所　環境衛生課　☎0978－72－9001
　　　　　　　　　　　　　　　国東市クリーンセンター　☎0978－74－0921
　　　　　　広告・製作に関すること　㈱ポスタルメディア（北九州市小倉南区）　☎093－475－3361

ごみ収集計画表を発行します

問い合わせ　市民健康課　　国保年金係　　　☎0978－72－1111
　　　　　　国見総合支所　地域市民健康課　☎0978－82－1112
　　　　　　武蔵総合支所　地域市民健康課　☎0978－68－1112
　　　　　　安岐総合支所　地域市民健康課　☎0978－67－1114

使用済小型家電の回収にご協力ありがとうございました

※「簡易書留郵便」
　郵便局の配達員が郵便物を直接手渡しす
る方法で、受け取りには受領印等が必要
となります。ご不在で受け取れなかった
場合は不在連絡票をご覧ください。

※後期高齢者医療（75歳以上）の方は、
保険証の発送は７月となります。
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